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」題 口 Pt−．垂励ヨ恙1召卷 8 一号一臨 巨寺土曽干廷

を
一

寸発表 し
へ

し ．⊃ で追加 し ます．

　 巨入籾帯内卵巣翼腫の 術後，ユ 日 1000ce以 Eも 且期間

持続的 に淋 巴漏 を発 生 し ， 只 今 の 御発表の 如 く， 淋 巴 で

あ る こ とを 確定
ハ

る の に苦労し ま した、ジ，決 〉了が な く

困 っ た こ とプ　 丿 りました ．尚妊娠中絶後，£ ｛ぎ中 よ り多

量 の 淋巴 をむrL出 し，患者 も 我k も驚 い た 別 ノ」か あ り ま し

た ．こ れ は一・
週間位 で減少汁癒 し ま した が ．

　子宮癌術後へ 靱帯内腫瘰等 の 手菊 の後ごは大 こ い 淋 巴

管 の 損傷暫ガ 当然よ こ りま す の で，そ れ が 原囚 で 泣 り ま

し よ うボ，ri1絶後に ‡
’
こ っ た もの では 解剖学的 に ｛よ く

そ の 理 由が わ か りま せ ん．

　 尚最近子宮須癌息者 で 左 側 ド瞑部 に大 き い 腫 瘤 を ふ

れ ， 硬度 よ り内容 だ 竣体であ る と考え ， 転移でない と思

い ま した の で，手 術 を 行い 約 600ccの 淋 巴様液 をと り子

宮剔出 を行 い ま し た が ，術後 も長期 に わ た ），腫癌 を 形

成 し相当量 の 淋 巴液 を穿刺排泄 しま した例が あ り ま し

た ．

　 164．子 宮頸癌治療後死 亡症 例の 検討

　　　 （艸 研 ）

　　　　 増濁　…
正 ，天神　美夫 ，久 保　久光

　子宮 填癌永久治癒率の 向．Lは最 も望 ま しい こ とであ る

が，そ の た め に は 払癒症例 の 検討と共 ｝こ ，死亡 した 症例

に っ い て 詳細 な 検討 を行 い ，モ σ 死亡 原因 を 究明す る事

亀極 め て 重要 な 事で あ る ．

　即 ち，再発 に よ る死 亡 な らば，何時，い か な る型 であ

ら われ た か ，又 ， 冉 発 に 関係な い 死 亡 で ワ れ ば ， そ れ．

が ， 頚癌 の 治療 に直接関係 の あ る も の ．） ど うか 、」 一険討

す る こ と は ，今後 の 治療方法 の 改善に 当っ て ， い くば く

か の 向上 を期待出 来 る 屯の と思 わ れ る．

　私共は 5 年治癒成績の判明して い る 1950年 よ リエ955年

迄 6 年間 の 子宮 頁癌治療患者 に っ い て ，死亡滞例 の 分析

を行 つ た ．

　 こ の期間 の 治療患者総数 は1046洌であり， そ の うち ，

5 年治癒は 558例 53．3％ ， 5 年以 内死亡 477例45．6％ ，

5 年 再発生 存 11例 1．1％であっ た．

　治療後死亡 X で の 期間 は 第 1 年 目39．8％ ， 第 2 年 H

30．4％，第 3年 目14．7％，第 4 年目　9．2％ ， 第 5 千1≡H　5．9

％で， 2 年以内 〔 陶70％ が死 亡 して い る．こ の 傾向 は 手

術療法，放射線療法共 に 同様 で あ っ た ．

　治療後死亡 まで の 朗間 を第 1 ・1 期合計 と第 皿 ・W 期

合計 とに 分 け て 比 較す る と，後者で 1は第 1 ， 2 乍目に 多

く死亡 し．以 褒年 と共 に減少す る が ， 前者で は第 1 年 日

に 35．8％死 L ノ ，第 2 年 目以後 は 15％前後で 横 ぽ い 状態

を示 す．之は早期癌 で は再発力　　民 り発現す る場合が

多 い こ と こ 示 して 泌 る．

　死因分 其ごは 4T7例 中 ， 癌 42丁例89渇 ％ ， 非癌 85例

7．3％ ，詳細不 跼15例 3．2％ で あ つ た．

　 非癌死亡35　yiJ　’一， 手術直後 3例 ， 手f「後尿路璋碍 ／0

例，心 蕨 血 旭 亨Jit，LU　O例 ，

一
とGr他 12例 で ／ ．』 

　癌 死 亡 中 es　 1一珊期 31n例 に
一、・て 再発様 式 を み る

と，一
次 i 懸後骨、難rj再癸 35．7％，骨盤内円発 か ら骨盤

外転拶 8．6％，骨盤内百発 な く直挫骨盤外再発工4．0％ ，

又 ， 未払癒 か ら増 し；して 死 亡 した
．
一の 41。7％ であ っ た ．

　再発楼式 と治療後死亡迄の 期間　 ザ る と ， 未 仙 憶症例

では 当 然 の 事午 っ 弟 1 年 fiに ピ
ー

ク を有 し，一
次治癒後

の 再発では，，E 盤 内再発 ｝第 2 ＋ 目 こ ピ
ー

ク を有 し，骨

盤内再発 な く骨盤外再発妥例は第 2 年目以後横ば い 伏態

で あ つ た ．

　 手 術生例 の リン パ 節転移 ・基靱帯浸潤 の あっ た 78例で

は 5年冶癒42。3％ で ， 転移浸言冂の な か
一．

た 228例中 5 年

治癒93。0％ に 比 しゴ 麦が明 らか に悪 か つ た．

　第 H 期放射線療法 と旁結合織浸 澗、．の 関係 を み る と，

旁結合織 挙瀰漫性 砲 硬》・場合 に は 5監 7％ が 死 亡 した の に

比 し，凹凸不正に 硬い 及至肖度浸潤 の 場合 に は 71．2％ の

死亡で あつ た，

　組織型 との 関 係で は，第 1 −一　M 其目に り い て み る と，−1

畳癌 3e「 ．9％ ， 円柱 上 反型 重 畳 癌43。1％ ， 朖 癌 90．0％ の 死

亡率であ り，現在の 処では 全体的　み て差は 見出せ な か

つ iC ．

　161．に 対ず る質問　　　　 （t　 Ilff．J大）　 松角　雅夫

　私共の 教 杢の 満 5p ズ上経過 レ，こ昭和 22年 よ り日inX130

年 迄 の 頚 癌 入 院 ，療患者 472例 の f 受に つ い て 追加 す

る 。　 5 年内死 亡 は 472例 中 266 例，　56。4％ 〔岡 林 35．1

％，ウ衍式62．5％ ， 放剔1列83．9％ ）
一
ご菱 る．放射例ゼ ま

勿論 ， 進 行 劃 夛L 年令因 予 ， 他妖患合併 や 放射没備不備

な 時 代 の 不 元 全 」 寮が 含 まれ て い る が ，近年之の 治癒率

の 向上 ガ う 加 うえ る，ウ術式 も，衛 弓事故等の 不 完全71

子 を含 ず 症円で　 ．こ．茲で弛
『
周L 一

い こ とば，総 台療

の 25．6％ に π発死 亡が ⊃ っ た こ 〜 lt，睨期再発が 満 5 年

財 目発 1．T％ ， 永 久治應後再発死 1、3％ で あ る とい うこ

とで，女 うて 本拙潦 の 容易 翌・一．ざ る を知 っ た．再発例 に

鬨す る検討 は 省略
『1ヒ馳る が ，TvlTI列が ，中晩期再発 に ご『

ク カ 移 る こ と，下iチ
．
時期 と遠 3鬲転移 （骨盤 タト再 発） に あ

ま り関連 、ヒ 日
〆コ、い ば ろ つ ざ が あ る こ と を知つ た 4 辻 、ナコ切

別 に は死 亡 率 は 進行症冽が 高 く，死 亡 時期 と して 二 年 一／

内に総死 亡 の T3．8％ ．、死 亡 して い 一） e
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